
Ø．重要な債務負担行為
当期に契約を締結し、翌期以降に支払が発生する重要なものは、以下のとおりであります。

件 名 契 約 金 額 翌期以降の支払金額

中央診療棟Ì１階ＭＲＩ`ＣＴ室改修工事 34¶650千円 20¶790千円

中央診療棟Ì１階ＭＲＩ`ＣＴ室改修機械設備工事 8¶201千円 4¶920千円

中央診療棟Ì１階ＭＲＩ`ＣＴ室改修電気設備工事 11¶550千円 11¶550千円

２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：千円）

貸借対照表計上額
（＊１） 時価（＊１） 差額（＊１）

\現金及び預金 2¶410¶208 2¶410¶208 `

]未収附属病院収入 2¶746¶104

徴収不能引当金（＊２） � 2¶847

2¶743¶257 2¶743¶257 `

^国立大学財務経営センター債務
負担金

(12¶759¶739) (12¶692¶104) (－67¶635)

_長期借入金 (2¶775¶219) (2¶686¶923) (－88¶296)

`リース債務 (1¶239¶923) (1¶243¶568) (3¶645)

a未払金 (2¶604¶226) (2¶604¶226) `

（＊１） 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
（＊２） 未収附属病院収入に個別に計上している徴収不能引当金を控除しております。
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３．担保資産及び担保付債務
担保に供している資産 土地 3¶730¶000千円

建物 7¶115¶652千円
上記に対応する債務 長期借入金 2¶775¶219千円

４．保証債務
当該事業年度末における債務保証の総額 12¶759¶739千円

５．利益剰余金のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
\ 国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの
資産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額の累計 6¶824¶260千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費の累計 6¶083¶643千円
利益剰余金に与える影響額（差引き） 740¶617千円

] 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見返物
品受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却費が診療
経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額の累計 949¶217千円

^ 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる未収附属病院収入のうち、国
からの出資でなく譲与としたことによるもの 69¶752千円

_ 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる医薬品及び診療材料について、
国からの出資でなく譲与としたことによるもの 204¶470千円

G G G G G G

1¶964¶056千円
Õ．損益計算書
当期総利益のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
１．国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの資
産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額 1¶278¶705千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費 715¶996千円
当期総利益に与える影響額（差引き） 562¶709千円

２．国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見返物品
受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却費が診療
経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額 37¶284千円

G G G G G G

599¶993千円
Ö．キャッシュ・フロー計算書
１．資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目との関係
資金の期末残高は貸借対照表における現金及び預金と合致しております。

現金及び預金 2¶410¶208千円
資金期末残高 2¶410¶208千円

２．重要な非資金取引
ファイナンス・リースによる資産の取得 952¶666千円

×．国立大学法人等業務実施コスト計算書
引当外退職給付増加見積額のうち、国又は地方公共団体からの出向職員に係るものはありません。

Ù．金融商品関係
１．金融商品の状況に関する事項
当法人は、資金運用については預金、国債、地方債及び政府保証債等に限定し、資金調達につ
いては国立大学財務・経営センターからの借入れに限定しております。
未収附属病院収入は、債権管理細則に沿ってリスク管理を行っております。
国立大学財務・経営センター債務負担金及び長期借入金の使途は附属病院の整備資金であり、
文部科学大臣の事前承認に基づいて借入れを実施しております。

（注１） 金融商品の時価の算定方法
\現金及び預金、並びに]未収附属病院収入
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。なお、未収附属病院収入のうち貸倒懸念債権については、担保又は保証によ
る回収見込額等により、時価を算定しております。

^国立大学財務・経営センター債務負担金、_長期借入金及び`リース債務
これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入又は、リース取引を行った場
合に想定される利率で割り引いて算定する方法により算定しております。

a未払金
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお
ります。Ÿ
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